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會
虫
義
の
努
力
は
意̂

を
有
つ
。
こ'の
點
マ
'
ル
ク
ス
を
含
め
て
ハ
ニ
切
め
社
會
東
義
劳
は
同
軌
で
あ
る
.0
マ
ル
ク
ス
以
訪
の
社
僉
中
资

.
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者
は
多
く
は
社
會
進
化
の
迦
法
と
激
離
し
て
人
間
の
環
境
變
化
カ
を
兑
ょ
ぅ
上
す
る
。
マ
ル
タ
ろ
は
從
來
の
意
味
に
於
け
る
環

^
論

 ̂

で
は
な
い
が
、
環
境
論
そ
の
者
、を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
く
，

.却
て)

，H
を
擴
充
し
、
補
売
^
ょ
ぅ
と
す
る
も
の
で
：あ.ん
ど
1-
は
ね
1

な

ら

な

(

一
丸
相
六
'.
'
./>
5
:
.
.

1

.五)
北
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歐

_

派

利

子

論

の

分

，
析
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ち

，
：
、
：
；
勤

_

濟
0
把

，

に

於

て

：

':
,貨
黹
的
經
_
遡

鼢

篇
.̂
:
龙
« 

'
る
意
義
を
苻
レ
、'動
態

經

濟

现

論

の

主

_

を

な

し

て

居

る

こ

と 

过
、
闼
知
の
都
考
あ
る
。“

1ザ
‘ン
ヌ
學
派
流
の
所
謂«*
的 

1

般
均
衡
理
論
は
* 
'資
本
士
し
て
の
貨
幣
の
作
用
釔
極
埏
に
杣 

象
せ
る
爲
へ
理
論
が
猶
密
を
極
め
れ
ば
極
め
る
程
，
現
資
か
か 

'
遠
ざ
か
る
士
沄
ふ
デ
レ
ン
マ
に
陷
つ
た
のU
あ
る
が
、
-斯
る
分 

.北
歟
取
派
利
子
諭
の
分
析，
1

,

,

て

囊
：：

聽
;
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\
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析
は
、
果
レ
て"

現
實
把
搵
の
手
段
と
し
て
無
用
な
る
机
上
の,-
..

'
V 

'
.
:^
論
に
過
-¥
な
い
で
^
ち
ぅ
か
。.
-货
幣
理
論
は
、
«
じ
て
|
般
；:

一：

應
濟
理
論
と
畫
獨

0.
貨
幣
理
_
と
:1
>
て
砬
、
：'現
實

考
'.. 

,

,
把
握
し
1̂
さ
る
こ
と
は
明
か
で
あ
ん
。
併
し
、
、
1
般
緻
濟
现

！̂
 

ノ 

.

と
結
合
す
るil

H

つ
て
も

'
從
來
の
ま
>©•
靜
態
經
濟
學
太
其)

：:

‘
の
儘
^
形
で
融
合
し
て
も
、
不
十
分
な
る'
.こ
と
ぎ
亦
明
ら
が
で
；
 

あ
る
。
此
處
に
於
て
、
多
く
の

r

動
態
均
衡」

の

襁

想

が

組

立

、
 

ノ
で
ら
れ
、
如
何

^
し
て
、
現
實
へ
の
接
近
を
試
み
ん
と
す
る
か

「

, 

一S
 

(

ニ
七
三)

、

：



-
纏

^

^
,現
在

，
の

經

濟

擧

q
中
^
課
題
で
<
る
と
‘

1:4

ふ
も
過
言
で
ば‘

な
い
で
あ̂

ぅ
。
斯
る̂,

み
0 '
茧

耍

な̂

形
態
と
し
て
、

我
灰 

ば

、
、マ
，丨
シ
.ャ

ル

仍

「

一

時
的
均
衡」

•  te
m

p
o

ra
ry

 

m
iQ
s .
r

 

b
riu

m
、

ム

ー

ア

のiv
ia

g
:  

e
q

u
ilib

rlu
ri、

ケ
イ
ン
ズ
の 

te
m

p
o

ra
ry

 eg
s .lib

riu
m

、

ピ
グ
ウ
の.
fio.
w
 e

q
u

ilib
riu

m
、

ウ
ィ
ク
セ
ルL

ミ
ル
ダ
ー

ル
のt m

o
n

e
ta

ry

 .e
q

u
ilib

riu
m

等 

を
擧
げ
得
る
。>

1

ア
、

ヒ
ッ
ク
ス

の
®

®

は
*
共
の
形
態
に 

，
於
て
、
最
も
靜
態
：

t

一
般
均
衡
論
に
忠
迓
で
あ
め
、
出
來
得
、
る 

ー

踉

權

靜

德

理

論0)
形
免
做
音̂

^ :
'1
:
;動
態
分
肺
に
；向
は% 'X

ぐ
 

と

し

つ

、
あ
る
の
で
あ
る
が
、
斯
る
試
み
は
、
必
然
的
に
無
理 

を
生
じ
、
動
態
を
靜

f

辟
に
近
付
け
ん
と
す
る
の
餘
り
、

s
,

0 

;
扃_

を

纖

明

し

得

ず

る

獻.:
1
1
に
.あ

る':
0
.寒

^

で

の

動

態

的

降，.
,
 

时
を
均
衡
分
析
的
方
法
を
以
て
考
察
せ
ん
と
す
る
/
夕
ィ
ン
ズ
，の 

試
み
は
、

均
衡
と
不
货
衡
の
區
別
を
不
明
確
な
ら
し
め
、
-均
嘴 

的
發
M

と
不
均
衡
的
發
展
と
を
混
同
せ
し
む
る
處
が
あ
る
。

::.:

if
;:^

p
、： .

一
我̂

は
、

.输

寶
0
分

祈
^

段

-'
1
/
^
:0-
«

飞

優

れ
お.
r:へ

 

る
も
の
と
し
て
、
，財
貨
側
の
现
論
を
中.心
と
せ
る
、
ビ
グ1

.0
•
•

泠
€
.義」

德
ポ 

ジ
'ぐ
ァ-'
:
:
-
,

ト-

- 

V
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....

靡
均
挽
論
ど
，北
歐
學
派
の
貨
幣
现
論
を
中
心
と
せ
る
貨
幣 

於
均
衡
理41

t

を
有
す
る
の
'で
あ
.る
。
勿
論
、
兩
者
の
問
に
は. 

相
互
に
補
完
す
ベ
，き
諸
々
の
點
が
多
く
し
て
、
決
}
て
1j

者
撵 

一
的
な
も
の
で
は
な
い
が、
' 出
發
點
と
し
で
採]1
]
す
ベ
き
^

 ̂

■と
じ
て
は
、
動
態
の
發
展
の
祓
源
カ
が
资
本
の
作
相
に
鞭
る
以
/ 

:±.
、
.資
，木
の
|̂
衡
を
中
心
と
せ
る
北
歐
學
派•の
貨
幣
的
：均
评
概，

. 

念
に
，一
日
の
長
が
あ
る
如
く
思
は
れ
る
。
私
は
、：

?'-
:
本
稿
1:
於
て
. 

北
歐
爾
®

の
主
流g

K
i

た
ふ
、
ゥ
、
ク
セ
ル
、
リ
ン
、ダ
ー
ル、

.'

. 

ミ
ル
ダ
一
ル
の
利
，チ
理
論
を
檢
尉
し
つ>>f
,罾
な
る
«

^

均̂. 

衡
概
念
到
违
の
經
路
と
せ
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る。

.

■•

:

ご
：：.，；

旗

寒

馨
、
,^
:'
ぐ

ゥ
ィ
ク
セ
ル
、の
薺
書
は
數
多
く
あ
る
が'
其
'の
思
想
を
最
も
' 

端
的
に
表
現
せ
る
も
の
と
し
て
は
、

「

利
子
\̂
響
價
：1'を
擧
げ
得 

る
で
あ
ら
、\

ゥ
、
ク
ヤ
ル
の
與
傭
概
念
.
#
:
所
謂
自
然
利
子

_

_

關

係
I

 
て

: ?
慮

ァ

'
、
',

'
- ,;

;  
'."「
'■

■
t
l

^
i
t
k
T

ノ

■
金.
く
中
立
的■な
態
度
を.と
り
、
.其
を
吊
上
げ
或 

:ひ.
は
則
^
け
る
傾
向̂;
持
*;
な
ぃ
呢
の
：貸
忖
利
率
^
ー1
4ふ
も~
の
は
、

.

.
,〉 ''.,
::;實

際
<'
';
逬
し
く
、
.
人.
々
が.
金
く
何
等
.の
貨
幣
既
則
氣

•;
-.
.
パ
な':
<

、

_̂

廣
本
が.
實
觀
の'.儘
貸
付
け̂

れ
る
..場
斧
に
;-
:

>.
需
要
ど
共.
■_

V 
.パ
じ
こ:-
;2:

に
^
る
免
ぁ
レ
う
が
；、
自
&
的

露

利

货

の

张
':
■
 

:--
n
 
名-

^
以
外
め.
俩
:.
#)
次
?̂
^

'̂
得
な
1-
':
0
-
.;
:-
-.
:今
'̂,
.

人
：ダ
ば；
->
'
'̂
.
,-
: 

論
的
に
次
の
樣
な
_

柄
を
#,

ヤ.
：得
る
で
あ
ら5-
0
卽
ち
、
企

荣

渚

は、.

:
ノ
 
”
^
^
{
財
^
資
-
1
か̂
.̂
實
物
の
^'
\
掛
で
受
取
り
、.
.勞
紙
、
地
代
等
; 

々
を
同
様
に
實
物
の
ま
、
で
支
拂
ふ
。
さ
う
し
て
、
生
產
の
終
り
に 

は
、
彼
の
完
楚
鹿
物
か
ら
痕
接
に
、
或
ひ
は
、
他
の
財
と
の
交
換 

後
に
、——

此
の
際
、
財
の
觀
的
傲
格
は
變
化
し
な
い
も
の
と
想
，

,

v l
/ t
し
た
い
。------------
替̂
て
受
け
た
實
物
貸
付
を
辧
濟
す
る
こ
と
に
な
る

.

と
。
间
じ
こ
と
が
、

一
般
に
；

j

人
資
本
を
以
て
經
濟
を
營
む
企
業
渚
，
 

の
凡
て
に
依
て
行
は|
る
も
の
と
す
れ
ほ
、
/凝
ひ
も
な
く
、
相
互
の 

VM
■

通
じ
て
、_

家
に
對
し
て
史
挪
は
ぞ
へ
ぎ
、

ー
定
の
歡 

、
額
が
作
り
出

-さ
'れ
る
で
あ
ら
う
？
此
の
利
子
額
,̂
の
も
の
は
、
何
等 

，か
の
種
類
の.商
品
を
以.一
パ
給
付
ぎ
れ
る
膂
で
あ
る
0
 

.
此
の
利
子.の
高
.

さ
，は
、
先
づ
、
第

j

に
は
、
資
本
に
對
す
る

『

需
耍
と
於
給

』

と
に 

、
依
つ.
て
決
定
さ
れ
る
で
あ
ら
う

9
(

後
に
此
の
點
は
、
货
辦
的
均
^

の 

览
ニ
條
件
た
る
於
落
と
投
資
め
^
等
の
概
念
に
發
烺
す
名
の
で
あ
る 

K—

S

W

若
し
、
貨
幣
が
貨
漱
貸
與
者
に
依
て
、
事
貧
上

C

佌
の 

/.

利
-7-
库
に
て
贷
付
け
ら
れ
る
と
す
れ
ば
、
貨
幣
の

1

は
ノ
純
粹
に.

:

北
歐
舉
M

子
論
，の

分

析
•

I

.

,

概
念
的
に
一

K

へ''ば
、. 
'貨
幣
無
く
と
も̂
樣
に
遂
行
さ
れ
得
た
.で
あ
ら 

';
--,
ぅ
過
廣̂

^
着
せ
'る
働
き
を
果
す
に
過
ぎ
^ -
い
。

(

後
に
自
然
利
子 

.

2
:'
«

灌f
.

そ
の.一

..致
と'.
沄3

、

货
幣
的■均
衡.
の
.飲
一
修#
に

S

展 

.

す
飞
ポ.
卜

筆
者〕

ざ
'̂
し
て
：、
.
：經
濟
的
均
衡
の
條
件
は
、
全
.く

间

‘ 

: ;.
:樣

に

滿

ま

れ

号i

じ

-^
此

の

磁

今

赖®

何
等
か
0 '
霧

. 

-
,
を

遲

：せ
％
む
片
き
请
教
の
動
因
は
存
扭
し
炎
い

.
バ
妒
の
點
は
、
.後

に
、
物^
の
安
定
と
し
て' 
货
M
的
均
衡
の
第
一
！；條
件
と
呼
ば
れ
る 

セ
至
る
。

-

—

雄
漭〕」

0註
1)

,
, 

‘

ゥ. ，.

.:>
セ
ル
の
l̂

fr
.0
®
本
概
^
は
右
の
如
く
re
あ
る
が
、 

斯
る
均
衡
の
內
容
は1
及
し
て
、
a
lザ
ン
ヌ
學
派
的
靜
的j 

般
均
.衡
^j

同
.

4.

の

毛

，の

で

は

な

い

■：

°

- 

'

/•

.

•:
.

/■

■- 

i
.
J
/
•
• 
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. 
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• 
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「

先
に
、
我
々
は
、
'T
f
i場
の
靈
か
ら
出
發
し
て
來
た
の
で
あ 

る
が
、
此
處
で
我
々
は
、
議
論
の
形
式
的
側10
1
を
典
か
§

持
し
な 

が
ら
、
其
の
實
質
的
な
裁
礎
の
、
爾
毁
な
乂
必
級
的
な
擴
張
を
行
ふ 

:

べ
き
動
機
を
見
出
し
た
の
，で
あ
る

0
'自
然
的
資
本
利
予
の
高
さ
ま
、

云
ふ
迄
も
な
く
、
何
等
固
定
的
な
不
變
な
大
き
さ
で
は
な
い
。

…
…

/
自
然
的
資
本
利
孓
は
步
產
の
收
益
性
、
、固
宠
資
本
及
び
流
動
資
本
の 

在
花
數
量
、
求
職
渚
數
蛰
、
地
力
の
供
馨
々
に
侬
存
す
る

。
S
 

•
'
に
袞
{
ば
、
興
は
^
問
題
と
す
る
國
民
亂
濟
の
其
の
時
の
經
濟
狀
態

， 

を
構
成
す
る

一

切
の
事
情
，に
依
存
し
、
叉
、
此
等
の
事
情
に
伴
つ
て

' 

< 

, 

三

七
.

(

ニ
七
五)



,

北
歐
舉
I

子

論

の

分

析• 

，
 

•

：

.
，
 

不
斷
に
變
動
し
つ\
あ
る
の
で
あ
る。
：

J (

訪
2〕

S

々
の
假
設
^
な

.
:
.
.
«
格
办
：動
逢
化
蕩
ト
に
對
比
し
.で
:>
特
に
：完
壶
に
發
；葉_
信
用
：
：
$

へ.：：：;|
1
1
_に
於
$
:
;全
：齒

本

拥

に

與

な

抓

る

現

象

書

る

$
ぃ
：‘
:.
£

キ

：
；
を

:
:.
-
;节
ぁ

兔
：：厢

對

還

格

後

、
警

ふ

ゾ

安

定

：$
な
傷
の
要
求
を
滿

足
す
る
力
の
機
構
、
例
へ
ば
、̂
ざ
れ
ズ
唐
ず
振
子
ー
に
比
較
ず
る
こ

.

/.
•と
^

^
る
賞
ぁ
ら
ぅ
。
ー
貨
幣
猶
格
：に
對
オ
を
同
む
樣

-
^
:
^
を

考

:■
:■,.

パ：.

.

，
へ
る.と
す
れ
ば
3
某
は
寧
ろ
袢
ぶ
に
運
動
し
得
る
對
廣
で.^
w
ぅ
。
.，

.

パ
例
へ
ば
々̂
钯
汝
吝
邗
商
上

：

招
靜
魄
し::
>:
雙

ぜ
,:
1:
娇
謂
中
泣
の
#
:
:
む

_‘へ'视
に
於
け.る
圓
穆
め
如
き
こ
：れ
で
あ
る
。

」

.
(

課
？
>
:
.
” 

.

.... 

• 

{

以

上

の

引

犯

に

依

て

ノ

紙

が

，
、

,

r
ザ

ン

ヌ

震

派

の

，靜

的

•
•

1

般
均
衡
を
越
べ
.た
、
資
本
と
し
で
の
貨
幣
'の
作
圯
ゼ
内
包
す 

.令
動
的
貨
幣
的
均
衡
の
構
想
を
冇
し
で
居
と
は
、
明か 

で
ぁ
る
。
而
し
て
、‘斯
る
均
衡
の
特
徵
は
、'財
貨
問
相
亙
の
交
，

: 

換
比
_牵
.た
る
相
對
價
格
を
問
題
ど
せ.ず
1
て
、
貨
辦
士
財
貨
と.パ
.

•： 

の
即
の
_

M
格
を
中
，心
と
し
て
慠
苋
せ
ら
れ
ん
と
し
て
居
る
、
 

こ
と
で
あ
る
。
併
し
乍
ら
、
こ
の
均
衡
内
容
を
其
體
化
す
る
に
、
 

t
一
つ：で
^
;财
覯
雨
衡
璉
論
か
|%
部

に
..
>
.、：如
何
だ
货
锵
：の.作
瓜
.;;
”

,
 

' 

三

八

(

ニ
七
六〕

.

.

.
-
.
.

'■
, 

.

.. 

- 

- 

- 

, 

V 

.

.

.

.

.

.

. 

-

.■

.
-
. 

.

'

、. 

.

.
■■
!-
■-
 

ノ
 

.
.

1
.,

• 

.

..、：...:

,

.

.

,

を
持
ち
込
む
か
^
、

問

題

と

な

る

。
，ゥ

 

< ク
セ

ル

は"
先

づ
、
- 

贄
■
經

濟

に

藝

攤

號

ざ

也

务

均

衡

女

想

定

;̂
:

'

然る
後

^

)

:«
^

^

¥
:0
_
較

七

龄

で

、
：

.現
徵

に

見

：ら

^
^
檄

亂

の

原

因

' 

-を
、
凡
で
貨
幣
巧J

あ
り
'と
爲
し
た
の
で
あ
る0
-併
し
^
ら
、、
'

.

.

.

.

I
 

匕

.

V

•

，

•
. 

ぐ

,-
:
'斯
ぐ
0
如
く

現̂
實
功
考
察
を̂
货
幣
侧
1~
'
.圣r

財
货
側」

：
と 

に
分
離
し
て
，考
察
す
る
こ
と
は
、
ゥ
，ィ
ク
セ
ル
串
％
が
、
其

G

 

覇
：雛
^
ら
敗
也
ん
^
努

カ

し

--

:̂

.
:相
對
慣
格
の
安
定
^
前
提
と 

,
:t
る
'
'均
衡
概
.念
か
.̂

出
發
す
る
か
、.*
ひ
は
、.生
產
物
も
生: 

il
財
も
共2

ぎ

：1
«

か
存
ザ
ざ
.名
、M

i

に
柚
象
的
が
經'

' 

濟
を
想
定
す
る
か
の
时
れ
か
：の
筇
場
'を
と
，ら
ざ
る
を
得
ざ
ら
し 

,か
七
の
で
あ
る
。̂
、
ソ
現
實
め
政
策
と
し
す
、
.

：

何
を
以
て
、
：
貨.

.
• 

.

. 

• 

- 

- 

• 

■ 

■ 

•■•
 

• 

f 

.

. 

V 

• 

•
 

■
 

■> 

« 

- 

- 

- 

•
,

' ■

襟
に
#

る

裏

摩

を

義
I

t1

潔

U
、
實
物

、
經
濟U

於
.对
：

る
：；01

然
^

を̂
ベ
：貨
i

濟
に
龙
け
名
其
に
迄
、ぐ 

.•
發

展

せ

し

め

，る
丈
の
、
就

態

的

操

作

が

--
,
>
春

然

ハ

必

要

と

な

る

’
 

_
で
あ
る
が
、’彼
の
如
き
均
衡
内
容
を
以
て
し
て
は
、
见
し
て 

こ
の
佴
的
が
判
逹
せ
ら
れ
る
や
否
や
、
疑
問
、な
き
を
得
な
>い
の
，
 

で
あ
る
；

' 

-

次
の
問
題
ば
、
寂
に
、ゥ
ィ
ク
セ
ル
の
意
圖
ぜ
.る
如
き
均
衡 

於
樹
立
せ
^
れ
?:
場
合
、
，ゥ
-ィ
ク
セ
ル
の
一
：

4

ふ
如
t
均
衡
の
三 

歡
件
が
、
必

然

的

に

相

互

關

聯

を

苻

す

る

や

，否
や
'
の
卯
題
が
あ
丨 

る
。
第
::
條
件
た
る
貯
觜
投
資
の
均
等
と
、
第
三
條
件
た
る
物 

M
の
安
海
と
は
、
迆
少
的
な
鮏
濟
に
在
て
は
和
亙
に
矛
盾
し
、

第
！
；條
件
を
充
足
す
る
利
子
率
は
、、
笫
三
條
件
を
充
.す
共
ょ
り 

も
’
高
い
こ
と
は
、
、配
に
ダ
ビ
パ
ド
ソ
ン
の
指
摘
せ
る
所
で
あ 

る
が
、
散
ニ
條
件
を
充
疋
す
る
利
子
事
と
、
物
價
水
準
と
の
關 

係
は
、
艰
し
1
如
何
な
る
形
，に
於
て
現
れ
る
で
あ
。
ぅ
か
。
又 

第

一
條

件

と

站

ー
.#
件
と
の
；必
然
的
な
關
聯
の
有
無
に
就
て
は，
 

彼
以
後
の
北
歐
襻
派
の
諸
梁̂T

殊
に
リ
、ン
ダ
•丨
ル
及
び
ミ
ル 

ダ
ー
ル
の
考
察
に
負'ふ
，所
が
頗

か
多
い
の
で
あ
る。
要

す

る

に

 

ゥ
V
-ク
セ
ル
の
功
緒
は
、
.斯
る
均
衡
概
念
の
示
唆
を
與
へ
乏
こ 

と
に
侬
り
、‘過
去
に
於
て
別
々
に
考
究
さ
れ
て
來
た
、
貨
幣
，淪 

と
經
濟
理
論
の
結
合
を
企
！1し
ぶ
§«
に
あ
る
の
で
办
つ
て
、
彼 

に
布
て
は
、
問
題
は
、
未
だ
深
化
し-»
,
嚴

密

な

考

察

を

加

へ

-
ら 

れ
て
は
®
な
い
の
で
あ
る
。
 

■
•
、
 

' 

'

■••
 

} 

. 

.■.•い..-

.

.

.

. 

.... 

•
•
. 

. 

. 

r
- 

. 

.. 

-

.

北
，歐
學
派
利
子'詷
の

分

柝
\ 

.

ン

,

,

」

•
黏
1.
;
:
:..
.''.

ガ
ィ
ネ
公
著
ハ
.北
醉
服
部
洪
赛
：

「

利
予
と.
物
腐」

.
5
 r

'■

•ぺ
註
;2
-
/:
'
ゥ
ィ
;̂
ゼ
.：ル'
.-
>

前
掼
»

-_
.
¥
:七一
^
.-1
*
宄
八
^.
-

.

.•
;
/ -

へ
_

,'-
:-
»>
'
ぷ
ル
セ̂

、'前
揭
齋.

:

ン.

.

.'

.'

-第
：.ニ

節

リ
ン
ダ
1
ル
0 -
利
子
論 

.■

.',
-:;ウ
''
;
:
4
タ
‘
：ル
0)
.;

‘
貨

辦

的

均

猶

繁

：翁

判

し

''
,所
謂

¥

的 

:
:
:
:
:

均
»
與

三
«

»を
”
>1
:
て
.翁
憤

水_
と
0
關

聯
1;
-
於

で

理

解
 

し
、
以
て
現
'^
:
を
把
捤
せ
ん
と
し
た
の
は

〕

ウ

サ

ク

セ

ル

の
高 

弟
.丁：リ
ッ
ク
•
リ
y
/
1
ル
で
あ
る
。
彼
の
_

は
一
九
三
九

(

霸

が

.

資
本
」：：；

で

畫

芡

が

ご

费

第

11

部

「

利
子

率
と
物
憤
•水
準」(

一
九
一“一0
卬〕

に
於
て
、
彼
ば
、
亡
ィ
ク
セ
.ル 

を
批
判
V
つ
、
»
後
¥
‘の
ケ

ィ

ン

ズ

の

「

一

般

现

に

^

ら 

t
れ
4
如
1

"利
-
率
決
定
に
撕
沐
る
霧
證
給
說0
最

を

示

し
て
啟
る
の
で
4)
る
。
リ
ン
ダ
ー
ル
の
极
木
思
想
は
、
次
の
一-

文
に
依
て
叽
ら
か
で
あ
ス
 
V 

: 

.

.
.

プ^
ィ
：̂
ル
に
依
れ
^
;
$

翼
一

.利
子
^
は
”

槔
つ
。〈

ひ
丼
は
、.

h

u
,

成
ひ
は
實
物
利+

率.
に}

致
す 

'
-:
::
:る
。& '
|〕

貯.
帮
れ
信1

露

の

均

衡

灸
_

す
%:
:(

3

/

*

’ 

. 
， 

- 

九

• OT

七
七)

.

.



北
歐
喊
派
别
乎
論
の
分
析I
 

,
 

• 

•
,
 

>

‘
ノ

一
.I

麗

眷

"：：

德

的
■

1

*

藤

1 ;
覽

的

潔

_

_

_

逝

1
:へ''
...:

^

.勤

め
£:.
1独

質
:-
€

;1;
ロ
め
拖
顏
|1
;
-|
豪

怒
»
_

:'
:,
:
;じ

喪—

霖

#

•«
#

へ
物
働:̂
準

に

傭

中
^

簡
堺
に
泣
義
し
将
る
こ
と
を
、

.
主
張
せ
ん
と
試
み
や
ぅ
。

」 (

註
1〕

.
• 

斯
く
しv

、
_

リ
ン
ダ
ー
ル
は
、
先
づ
笫
一
條
件
の
吟
味
か
ら 

出
發
す
る
。
 

’ 

'  
• 

/

.;-
r,
;-
f 
.

」

：般

義： 1
0

^
 
识

氣

樣
1 ;

.

.
く
、
貯
蒂
の
需
要
供
給
問
の
均
銜
を
保
づ
利
子
率
と
し
て
の

‘み
、
決

： 

;,
:-
定
邊
池
巧̂.
の
モ
ぁ
洛0
へ
非
常
龙
特
殊
备
定
の
下
ぬ
於
セ

$

み
^

$
 

:
,自
然
利
子
率
％,、^
箝
龙
救
^

な̂
_
察
迄
货
て
；の^-
^
^
.
さ
^
ハ、
..
-
:
.
.'
'.'

斯
';
:

<
し
ぞ
、
ぃ
價
格
紐
織
か
ら
獨
立
ぜ

^ ;
る
之
考
べ
_

务
^
牝
0 .,_

が
^
,
;
.
;
べ 

,「

.
妥
當
寸
る
馮
に
は
、

.
免
雜
過
栉
が
、
最
終
坐
產
物
と
同
じ
型
の
財
貨

.

:

及
び§

を
投
資
す
る
こ
と
の
^P

あ
る
と-
考
へ
ら
；̂

ね
ば
な
ら 

•
ぬ.
。
卽
ち
、
最
終
生
寵
物
は
、
他
の
聚
せ
を
生
產
耍
素
の

^ /
働
を 

:

ン
得
る
と
と
汝
く
し
て
、
時
間
の
输
遞
と
共
ヒ

it-
p
1 '.
る
。
，
.
斯
る
場
合
、
。
 

:/
y:
に
於
て
は.s:

資
本
：の

窗

利

茫f
'f
t

フ
完
成
生
麁
物
が
鸷
ど
^

:

投
資
さ
れ
た
敖
ど

：

の
比
と
一
し̂
表
は
さ
れ
る
。
.
v
r

i .
却
競
爭
の—

■

に
於
て#r

貸
付
利
子
率
戰
：龠

に

、

：：

此
の
故
術
的
條
件
を
戡
礎
ど 

:

す

る

實

物

利

子

_

に

- -
致
し.
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ0

、'

.

■

' 

:
:
:
#
し
、',
-齔
顼
質
的
だ
假
定
の
下
に
於
^*
^

、向.
T
0'
.實
；

§

單
位
V 

■
•

.で
投
資
と
生
產
物
を
泖
る
こ
と
は
木
诃
能
で
あ
る
。
せ
下
さ
れ
た

^

.
,

•
レ- 

' 

四o. 

•  

(

ニ
七
八〕

.
役
と
、
生
じ
た
生
產
物
を
比
I
す
る
に
は"
其
等
は
、
惯
格
關
係
が 

M

ベ
ら
れ
て
居
る
；

*」

と
を
前
提
と
す
る/>
共
通
*(
7
).--
^

位

で

表

さ

れ

れ 

ば
な
ら
な
い
。
其
の
場
合
、
賢
物
利
子
形
は
、
技

旗

條

件

に

：依
新 

'■
-
.
-す
^
の
み
で
な
く
、
價
袼
狀
，

■
に
も
依
存
す
るP
而
し
て
、
货
付
利
：

:

:
;子
率
^ -
無
獨
顧
に
存
在
ナ
る
.
と

は

認

め

辣

い

。

反

對

に

.
、
讓

の

^
 

村

翌

率

は

、
.
.
.
資

本

の

贊

物

羽

子

率

に

關

係

ぢ

る

係

ぬ

對
 

^

ね
霞
摘'0
逮
要
伯
々
脊
ナ:%.
:,戚.
る
沏
間
の
貧
_

利
子
率
的
要*

パ

刻

^

^
値
-)
:
、
，
炎

の

.期

間

沖

投

資

さ

れ

る

偎

値 

と
の
比
と
し
て
表
は
さ
れ
る
。
併
し
ぃ
投
資
ざ
.れ
る
用
役
の
價
格
は 

命
業
家
の
需
黎
に
依
：る
影
響
を
受
け
、；：
文

、
企
業
家
の
需
要
は
、
貸 

付
利
子
率
の
廣
響

M

# :
る
，Q

「

：：故.
に.
、'.
此
處.
で
诺
藥
じ
た
資̂ 

. 

^

別
廉
率̂,

.
實

際

；
の
食
他
利

^
率
に
：

.一 .
致
先
る
傾
询
が
ぁ
洛
？
隹 

、：つ
そ
■■
'
*
#
刺
子̂

殳
或
名
糧
間
の
資
付
刺
子
率
达
の

.1
,

致
は
、
..後 

審
を.
；

『

並
常
な
名』

利
子.
と
し•
て
# .
徵

づ

，げ

る

：に
■
足

る

理

由

と

ば

な 

ら
な..い
め
で.
知
^ -
。
. 

. 

ノ 

I,
-

:■
■

.货
'̂
:

理
論.
か
分
浙.
に#

て
、
.
'.
實
物
戴
沐
の
刺
子
率
が

..、'或

.る
要
素 

に

依

て

決

：定
;$
れ
る
粗
方
を
汞
さ
ん
匕
ず
る
時
、

一此
办
利
子
率
ぼ
、 

:
:赞
際
尤
於
て
、
.
貸

翁

チ

率

上

同4.
視
さ
れ
、
，_

在
の
狀
態
の
下
に 

於
て
：'.
>
.
價
格
淑
織
の
：均
衡
を
德
る

.
樣
な
フ
貸
付
利
子
率
.
の
狀
態
.に
就

.

.
'
-
-
.- 
ノ 

,

..
- 

、
；'- 

V
—

ゾ
マ
：
.
、
'

.•■

.(

:■
-
' 

• 

- 

■
■

•
斯
ぐ
し
て
、'リ
ン
ダ
ー

ル
は
？
ウ
ィ
タ
セ
ル

.
の
第
一
條
件
’の

襁
想
を
否
定
す
る
の
で
あ
る
が
、
，
リ
ン
ダ
ー

ル
の
云
ふ
如
く
、

實
物
利
子
率
が
貸
付
利..子
率
'に
適

應

す

る

傾

向

が

あ

.る
に
し
て 

も
、
同
期
間
の
貸
付
利
子
率
に
獷
應
す
る
の
で
は
な
く
て
、

一 

期
又
は
數
期
間
以
前
の
貸#
利
‘子
率
.に
適
應
ず
.る
の
で
あ
る
，)

•
 

と
を
d
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
從
つ
て
、
同
期
間
の
貸
付
利
子 

率
と
賢
物
利
孑
^
と
の
間
に
一
致
が
见
ら
れ
る
の
は
、
ベ
大
張
り
丨 

一
M
の
均
衡
が
^
す
る
4
の
、と
認
む
べ
き
で
あ
ら
ぅ
。
只ji
b
の 

場
合
の
0
然
利
'子
は
、
實
際
に
比
較
す
る
場
、合̂
は
.、
貨
胳
單 

位
を
以
て
表
示
さ
る
べ
き
で
あ9
、
こ
の
點
を
修
正
せ
ん
と
し‘ 

た
の
が
、
ミ
ル
ダ
ー
ル
の
理
論
で
あ
る0.
從
つ
，
て
、

站

一

條

件 

，は
：

Ay
v
グ

1
.ル
の
^
ふ
如

く

、

"不
耍
な
も

.

の
で
は
な
く
、
適 

當
に
修
IR
せ
ら
4
べ
き
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
第
二
條
件
に
關
す
る
、

リ
ン
ダ
ー

ル
の
見
觯
は
次
の 

如
く
で
あ
^
パ
 

,

「

正
常
种
子
率
が
、
貯
蓄
の
需
要
と
供
逾
か
均
衡
を
齋
ら
す
も
の
と
■ 

し
て
、
述
べ
ら
れ
る
と
き
は
、
其
岿
髖
、
物
惯
水
_
の
，、變
化
の
傾
向 

を
惹
起
し
^
い
^K

ふ
‘蒙
意
味
さ
れ
る
。
或
る
期
間
私
、の
、
生
產

.

.、
北
隞
學
派
利
了
满
の
分
析
，*

'■
;
‘
'者
.の
.貯
蓄
に
對
す
名
純
需
耍
は
、
資
本
設
備
：の
.壻
加
か
ら
成

純

產
■
に
依'て
測
り# ,
る
;,
"

又
.、
或

名

期

間

の

貯

蓄

の

純

講

は

，

.消
^

^
の
所
端
义
消
費
の&

^

あ
せ
。
凡
：て
の
-
<
七
依
て
、

：

將
來
、
■'
,; 

が
完
全
：に
豫
見
さ
れ
ぷ
敗
會
に
於
で
は
、

-,.
.'組
織
に
矛1-
が
生
せ
ざ
る
.

:'
:

.

.'■
■踉
,
、
應
間
の
或
み
貸
付
利
子
率
は' 
阶
與
の
條
件
の
卞
に
於
で：
-'
..

,

は
’
：，他.
の
：見
地「

實

も

必

禱

粉

义;:
:
0,
若
1 :
、"
：
此

の

利

子

率

，の

變

化

;:.

, '.
, 

が
想
像
ざ
札
、
柳：:
'
如
1

の.
均
衡
冷
表
は
すi

的
方
程
式
は
、
最，.
.
.• 

•:
;

序

、
；
用

ひ

ら

％
'
均
銜
抆
破
壞̂
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
：故

.
に

、
，
究

金

.

.
::
'■

、

’
豫
見
か
歡
定
め̂
に
於
刃
ば
：、
'聆
觜
の
&

の
购
衡
を
齎
ら
す
利
子

.'

.

.
,
率

：と

し

て

、
^
常
调
子
率
蚤
菸
襄
す
る
と
と
ほ
、
ソ
論
理
的
見
地
か
ら

■

.
■
ほ
;-
';
囊

の

友

對4
起
り
得
な
い
。

.
;：财
の
到
そ
率
は
？
又
、
篇

水

-;
'
 

;_

|.

0
ク
中
立
的
艾
だ
对
.
れ
搞
^:
'
ち
ぬ
が
ら--
>

斯
く
し
て、
ザ
ィ

:
.、
，

不
完
全
に
し
か
、
豫
あ
さ
れ
な
く
て
も
、
社
窗
に
完
令
な
移
動
性
が 

あ
れ
ば
、
同
じ
事
が

>
K

へ
る
。

現
質
の
世
界
の
摩
擦
的
條
件
の
下
に
於
て
は
、
問
題
は
金
く
異
な 

る
。
萁
の
場
合
、
如
何
な
る̂

の̂
利
子
率
も
、
直'ちに價格紐織，

の
均
衡
を
搜‘亂
し
な
い
薇
な
、
、

一

定
の
範S

2
-X
'變
化
し
得
る
。
問 

題
と
な
る
の
は
、
利
子
の
高
さ
自
體
か
ら
、i

の
分
配
、從
今

て

,
 

■貯
蓄

の

露

を

變

化

せ

，し
め
る
樣
な
、
何
等
の
物
價
水
準
の
變
化
を 

も
、
必
然
的
に
生
ぜ
し
，め
る
こ
と
な
ぐ
し
て
均
衡
が
得
ら
れ
る
>
会

.

. 
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i

•
擧
派
利
子
論
の
分
析
'
.
. 

•  

„  

. 

.

,
ふ
こ
と
で
も
る
。
併
し
>.
<
艰
本
的
に
は
、
此
の
事
は
、
利
子
率
が
物
，

••
'.
,ン'
っ̂

^
^ .
に.
關
ゆ
て̂

立
攸
疋'|
>

^ :
^ -
穿
ぞ〕

^ :
に
^

レ
め

-.

る
L°
一
，S

3)

-.
:

;■
:

•
•
'
;,
’

,

; 

へ

- 

' 

-
-

~

、
：

斯
く
の
机
L
、
リ
ン
ダ
ー
ル
は
、
笫
こ
條
次
を
第
三
條
件
と 

の
關
聯
に
於
て
、
說
明
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
り
、
此
の
點
、
後 

•

述
す
る
ミ
ル
ダ
ー
ル
が
、：
第
一;條
件
を
冲
心
と
し'て
、
第
三
條
、
、
 

件
が
附
加
的
で
あ
る
と
す’る
の
に
對
し
、
對
照
的
で
あ
る
。
我•

-

々
は
、
亡
ィ
ク
セ.ル
の
理
：

i
を
辟
麓
せ
じ
む
る
に
當
り
、
第
二 

-條
件
を
避
盤
と
す
るgf

に
於
て
は
、‘リ
シ
ダ
ー
ル
も
ミ
ル>'
1 

ル
も
>
い
通
點
を
冇
す
る
所
を
兑^'
の

で

あ

，
る

が
1、
，
一
層
の
發
展 

に
於
て
は
、
笫
一
條
件
を0、
、
ル

ダ

ー

ル

か

ら

、

笫
三
，條

件

を

リ

‘ 

ン
ダ
ー
ル
か
ら
學
び
とf
べ
き
で
あ
ら
シ
。
域
際
：
第
三
條
件 

に
關
し
'て
は
、
ミ
ル
ダ
ー
ル
が
、

「

加
迪
平
均
さ
れ
仁
物
^
^
數 

の
安
定」

と
泛
ふ
、
顧
め
て
漠
，然
士
し
た
舰
念
し
か
持
つ
て
居
、- 

な
い
の
-^
對
し
、
リ
ン
ダ
ー
ル
の
分
析
は
.
物
惯
水
準
の
豫
想 

さ
れ
た
#

動
率
と
利
子
率
と
の
罾
を
說
い
て
揭
る
點
に
於
て 

7

^
に
具
體
き
：を

持
0;
:で
^
る
'0
尙

、.

「

此
9)
場

合

使_
し
*-
1'
^;
'
0ー

」

湾
ぺ..：^1
ぼ
ソ
ぐ'.

)

其 ̂

'
.
v:
t
.々
\'
v
-
.
h
養
■

一.

：：c
f
A

Q)：

，

」

''.
..'
•
.
■
へ':

.'
'
. 

，

「

中
立

的

J
.

と
一

K.

ふ

語

は

、1ハ
.ィ
，
^

ク

の

使

用

法

と

ば

其

の

章
 

^
淹
異
.に
^
ャ
.居

,^)

：
：
物«

_體
§
變
動
铲
纸
1>
'
;
,
’
っ
。

？

而.
 ̂

#
§
*
働

::
0

^̂.
わ
利
承
*
.が
規
疋
:^
;^
-1
>
と
^
ふ
意
味
に
;!
]

, 

び
^
れ̂
て
居
る
の
で
：あ
る。

.

.

. 

，

.

「

中
立
的
な
石
利
子
率
と
は
、
必
ず
し
も
、
不
遴
の
物

H

水
难
を
意 

味
せ
ず
し
て
、
寧
ろ
、
可
能
な
る
限
り
、
大
衆
の
豫
想
じ
從
つ
て
物

、

'__
傲
を.
發
展.
せ
し
め
，る
利-7
率

を

意

味

す-$
广
....例
べ
ば
、
社
會
が

物
傾
水
雄
の
不
變
を
豫
想
す
れ
ば
、
艽
％
の
利
子
、率
が
疋
常
で
ぁ
る 

':
塞

各
0—

ぅ

中

扣

ば

、

若

し

へ

物

®

準
が
ニ
涔
の
割
合
で
騰
貴

. 

す
る
と
豫
想
各
れ\
ば
"
萁
の
場
合
七
炻
が
疋
常
利
子
率
と
な
る
で

:
I

が
：セ
ダ
]-
:
:ル
；
は
、
：：
斯

い

切

_
き
.

#

，̂
利

子

率f

翁

蚀

. 

か
ら
、■
人
々
の
物
愦
に
關
す
る
豫
想
の
乖
離
を
考
慮
じ
て
、
結-
 

;淘
に
於
.て
、

『

凍

甚
.刺
子
率
め
龙
義
«
靜
を
猶
け
肇
ぃ
も
の
.、

^

,u
て
、
遂

に「

正
常」

ノ
利
子
な
る
概
念
を
拋
棄
す
る
に
至
つ 

も
の
で
ぁ
る
が
*
汴
意
す
べ
き
こ
と
は，
•’如
何
な
る
物
惯
水
 ̂

の
#
化
が
豫
想
さ
れ
て
も
>
笙
一
條
件
仁
る
貯
蓄
と
投
資
の
均 

衡
が
得
ら
れ
る
か
否
か
で
あ
、る
？
リ
ン
ダ
ー
ル
に
於
て
は
、
先.

の
第
ニ
條
件
に
關
す
る
引
州
文
か
ら
知
り
得
る
如
く
；
，一
般
均 

衡
の
紕
織
に
於
て
貯
帮
と
授
炎
也
均
等
が
論
ぜ
ら
れ
'て
焐
り
、
 

且
つ
，
共
の
投
資
の
定
義
は* S

後

的

，な

も

の

と

斷

ぜ

ざ

る

を 

:
•■
得
ぶi

。-

■
ぐ
思
れ
ば
*

V
#

何
方
f

水
準
に
於
で
.̂,
、
_

 

と
投
資
と
が
均
等
に
な
る0'
は
常
然
で
あ
り
、•ケ
ィ
，ン
ズ
が
、

,「

一
般g

論J

で
述
，ベ
?:
と
同
様
の
結
报
と
な
る
。
併
し
、
問 

'

題
は
'
勿
論
、
斯
る||

態
的
事
後
的
考
察
に
往4
の
で
对
な
く 

ミ
ル
ダ
ー
ル
が
說
い
仁
如
ぐ
.
動
態
的
祺
前
的
考
察
に
他
る
の 

で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
或
る
特
忠
の
物
價
水
準
の
變
動
が 

/

豫
想
さ
れ
る
場
合
じ
の
み
、\
貯
蒂
と
投
資
と
は
均
等
化
す
る
の 

で
あ
つ
て
、
1;
-
ン
ダ
].
ル
の
云
ふ
她
き
、

「

中
立
性」

卩
關
す
る 

多
丨
義
性
は
朱
は
れV
。

即

ち

、

リ

ン

ダ

ー

ル

，の

「

貯

蓄
H
投

資 

均

樂

の

於

然

性
I

®價
變
働
の
麻
何
^

^

衡
を
满
續 

す
4「

疋
常
利
子」

の
多
義
性
，、
の‘拂
想
は
否
定
せ
ら
れ
、
貯 

蓄
H
投
資
の
均
等
の
條
件
化
丨
特
定
の
物̂
罾
1!
|
の

み

が

均

衡 

を

形

成

す-
>
.

「

：ih
常

利

子

」

の
二
義
悅
と
一

K

ふ
新
權
想
が
樹
立 

,

さ

れ

る

の

で

あ

ん

。

而

し

て

、
，こ

の

物

價

の

豫

、想

變

化

牵

は

、 

北
歐
舉
派
利
子
論

b

分
析
h

旣
に
以
俞
奶
期
間
！

2
、：v

第1'

一
條
件
が
充
さ

れ
$
居
る
際
に
.は
、： 

其
の
彈
カ
性
を
一
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
以
前
の
期
間
：

i

笫一
1 

條
种
が
充
さ
れ
て
居
な
い
辟
に
は
；
共
の
不
均
衡O '
度
に
反
比 

例
し
て(

例
へ
ば
九
〇
%
の
均
衡
の
時
は
、

一•
一
 
〇
の
弾
力 

、
性
を
と
る
。

)

ー
以
上
乂
は
以
下
と
な
る
の
で
あ
る
。

■

戟
4
-

Hrik Lindahl, 

ニ
，

Studies in the Theor'of Money 

' 

and capital 、,p. 246'

註
2 

Lindahl, op, cit, p. 2471249.

,.,, 

註
3
. Lindahl, op ，

cit,.p. 249—
251...

註
4
‘ Lindahl,

. 

op, cit, p. 252.
' 

'
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,

.

.

.
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^
0 ̂

免
ル
.ダ
t
ル
切
货
幣
的
均
衡
論
，

 ̂

-
*»
- 

■■ 

• 

! 

k

ヵ

"
セ

ル

の

高

弟
7:
る
ミ
ル
ダ
ー
ル
は
、
上
述
の
如
き
、
リ

■，ン
ダ
ー
ル
の
所
說
に
對
抗IV
て
、

ゥ
、
"
ク

セ

ル

の

均

衡

概

念

に

V
》

層
0-
貨

幣

的

經

：濟

理

論

的

£
變

與

：へ.务
こ
吆
に
依
り
、'動
'

態
分
浙
の
主
要
手
段
た
ら
し
め
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
先
つ

第
一
條
件
に
關
し
、
、彼
は
、
リ
ンfダ
ー
ル
の
批
刺
に
對
抗
し
て

「

貨
幣
經
濟
に
•於
て
規
定
さ
れ
た」

自
然
利
子
を
定
義
せ
ん8 

\

、

, 
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1

地
歐
學
派
刹
ず
扇
の
，分

析
j
 
.:

:

,

 

-
.

t 
る
。

パ

，

' 

• 

V 

■

.「

货
辦
取
引
の
金
き
缺
如
と
运
ふ
假
說
は
、
あ
つ
て
も
な
く
で
も
ょ 

い

も

の

故

、
蛇

足

的

で

あ

る

，
と

1K

ふ
底
の-i

の
で
は
斷
じ
て
無
く
、

:'
.
:
::»
^
.ゥ
,̂
^

^

¥

_福

.^
於
:̂
の
發
_
本
,
に

來

盾

ず.%
.
;
も
の
弋 

々
^

'̂
■
就

；
炎
他'
#源
の
#)
/P

歷

■

念
は
^'
へf 

.■
-
•
噴̂
値
生
谓
カ
と
象
ぷ
槪
念
を
立

T
ね
W
だ
:̂
及
か
-つ
._
i'
LA
一
；

「

.

生
產
：R^i
、
：，
安

定

的

ど

嘗

^
れ
餘
於%:
•
相
^

^

に
依
存L :
'̂

x f_
.

',
、
 

る
か
ら
で
あ
る0
所
で
、
傦
用
办
授
受
さ
れ
る
滕
件
典
の
も
の
が
ー

.

ノ

-|
^

^

^

:與
を
全
><
':
_翁
'̂
_
1貨
漱
利
'£
;统
允
巍
す
卑
匕
，
.

:
一
し
：

て
： -r~

此
缂
の■

對
價
播
に
影
響
を
及
ぼ

.
し

、
：
舊

霞

裕

ぎ

澈

し

:-
'
'
ハ 

;:
-
:
:
:
て
:'
|
!̂

資

本

の̂
^
價

霧

產

ガ

に

數

響

を

及

ぼ

ホ

。
へ
：
其

1
—

 一f: 

:.
;
;.
賓
々
の
結
論
比:̂ ,

で
な
蚨
れ
ぼ
參
ぬ”
0 -
次
く.
：：晨

觀

が

：定
ゾ 

」

：
へ
蘼
务
れ
％

方

式

の

-
£*
愚

；» -
に
：
、
：：
信
^
;

览
幣
利
象
*
於
包
含
也
多.• 

9

れ
ざ
る
を
得
な
い
逢
^

(

§
^ '
.. . 

., 
V:.
.. 

'

而
し
て
、
ミ
.ル
ダr-

ル
は
、'
斯
る
利
岸
ば
、
生
產
の
後

4
,
0
:
,
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計
箅
さ
る
、
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^

‘で
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な
く
て
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想
收
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と
し
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、
0

さ
S 

■ベ
.き
こ
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を
出
^
す
る
-
。

■ 

■ 

, 

. 

V:
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ぐ
'~
1
塞

者

の

ダ

ロ̂

フ
：ス
；に
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て
、
搞

定

的

な

石

も

の
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|
:
:
'
勿

論

ノ
 

.
:.
.
:過
虫

の

舰

間

に

：於
て
現
實
に
ヘ
賀
現
さ
れ
た
收

.
益

掛

で

ば

な

く

^

割
-;
:
:
:_ 

引

さ

れ-た

豫

想

、
卽

ち

.
、
；
企

寒
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見

込
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^

^

立

脚

し

て

居

シ
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ノ

ノ
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總
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叹
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あ
る
T
JH
確
な
^

變
動
庫
と
は
-
舉
に

技
術
上
义
は
溥
記
上
の
豫
想
の
み
に
阪
ら
ず
、

一

切
の
豫
想
を

考

慮

に

採

り

入

れ

た

，
上

で

、

凡

，
て
，
の

收

益

項

R
及

び

费

用

項

EE

の
所
求
の
’バ

ラ
V
ス
を
、

夫> 
の
諸
期

間

に互
つ
て
^

せ̂
し

„

む
る
所
の
變
励
率
を
一

K

ふ
。

此
.(
?
)バ
ラ
ン
ス
が
、
走
義
に
依
て

、
純
收
益
對
資
木
價
値
の
比
率
と
市
場
利
傘
と0均
等
と
し
て
性

.
:
:
向
づ
ば
^
れ
_で
思
る
.の
1?
;
多
る
0 

-故
に
'

.

-

■

‘ 

；

' 

' 

i
=
y
l
"

 

~
^
~
.
,

，.：(

3

y
又
、'次
の
如
く
■定
義
す
る
。

,
 

、
.
，
 

.

ノ
 

：..

n
i
^
J
.

.

.人4
)

⑷
⑴
ょ

り
.

. 

b
l
i
m
+
3

、1
ィ
：

'
,

、

-
^

.

.(

5)

：
 

v 

:
:

i : 

- 

■ 

I

.

.

.

. 

• 

. 

• 

-
4 

- 

■ 

.

. 

、
-
-
-

■■
*
.

(5
は

m -
一
 
條
件
.匕
.示
す
條
件
式
で
あ
る:0
,3
)
;4
}
;5
)
ょ
り

.

.

.

.

.

.

.

.

. 

- 

.

.

.

.

.

. 

-
•
. 
....-/: 

i
.
. 

^

丨

cl =

 r
l
:
.
i
(
e
)

を
得
芯
。
fi
p
ち
、
貨
辦
的
均
衡
の
第

1,

條
件
は
、
_瑰
.
#
餿

物

资

木

の

资

本

愤

値

と

怀

生

跑

费

と

の

均

■ 

*.'
•
. 

•へ.
.
-
-
.
.
.
' 

•■
■-/
 

.
,
.
:
.

等

と

云

ふ

こ

；と
：に

な

る

。

而

し

て

、

此

の

場

介

に

は

、

g
は
o 

I

,1
b
歐
，學̂
利

ゴ

論

の

分

析*,
-

で
あ
り
、
正
味
新
投
资
の
货
は0
で
な
け
，れ

ば

な

ら

ぬ

。

'

併
し
乍
ら
、
ミ
ル
ダ
ー
ル‘は
、
勐
態
に
於
て
は
.、
右
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。
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狀
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あ
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あ
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れ
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條
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さ
れ
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运
^
よ
ぅ
ゃ
入-^
駿

が

ぬ

理

由

か

ら

”

企̂ 

福

渚
：^
:
:

^

:̂
の
黹
來
收
益
に
關
し
、
趣

來

あ

も

、
著
し
く

 ； 

樂
觀
的
な
見
込
を
_

_

篆
り
、
；

資̂

i

が
不
變
に
維、

:

:
._

せ
ら
九
ゲ
程
度
_
に
赛
、

」

貨
^

^
淹
戚
引
上
抒
ら
れ
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總
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總
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落
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=
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.ベき
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あ
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?
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潤
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定
を
以
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第
”
一
條
件
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見
る
ミ
ル
ダ1

ル
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思
想
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ぃ
：
次
が
妯
き
貨
幣
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衡
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攪
亂.：

の
叙
述
の
中
か
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も
知
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が
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來
る
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前
の
場
合
と
同
#
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實
物
資
本
の
將
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把
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に
關
す
る
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業
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广
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が
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り
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觀
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方
向
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梁
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濟
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潤
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が

投

資

を

^
#
す

る

か..

ら
.、
：.3K
:物
投
貧
は
、
.

に(

增
大
ぜ̂
.と
す
.
る
傾
向
を
示
す
ー
で
あ
ら 

}
。
從
.つ
.て
、
均
衡
ば
.胁
>0
;
*.
る
と
:̂
'に
な
^
、0
:
0は增
加
せ
.厶
%;
:

,1>
が
減
少
し
て
居
る
か
ら
、
W
は
不
變
で
、
込
の
み
が
培
加
^
る
か 

k

で
あ
るP
倚
、
此
め
際
も
、

傲
格
は
不
變
で
あ
る
。

〕

而
も 

授
資
搰
加
へ
ゝ
の
领
向
は
對
應
的
資
本
⑴
役
を
金
く
持
た
ぬ
所
の
、

,

購
貿
カ
の
創
出
に
依
て
行
价
る
、
外
は
な
ぃ

|0
1 (

註
3〕

,

斯
く
の
如
く
、
餘
剩
利
潤
の
檜
加
に
依
て
、
均
衡
が
擦
亂
さ 

, 

'
れ
る
と
考
へ
る
ミ
ル
ダ
ー
ル
の
見
方
は

r

均
衡
に
衣
て
は
、
货

;  

-

四

七
,

(

ニ
八
五)

ノ
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學

派
^
子
論
か' 分
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'

微
數
*
の
變
化
を
認
め
な
い
の
で-̂
る
。
併
し
、Q

は
元
來
及 

,
と
^
と
’の
#
化
の
結
双
‘と
し
て
、
計
第'さ
れ
る
の
が
、
二
般
の 

場
合
で
あ
る
。
' 及
及
びC0

の

變

化

ょ

り

先

に
/)
が

變

化

す

る

と 

す
る
の
は
、
極
度
に
投
機
的
な
企
業
に
就
て
の
み
安
當
す
る
こ

均
等
を
以
て
滞一f
條
作
4
な
す
立
場\

ら
异
へ
ば
、
々
の
變
化 

は
ゥ
共
自
體
で
は
均
衡
を
機
亂
す
る
の
で
は
な
く
、
i?
'

t0v
fb
' 

方
分
問
題
-

V

な
る
の
で
あ
る
。
私
晃
に
依
れ
ば
、
前
の
場
合
も 

後
の
場
介
も
均
衡
は
一
般
に
は
機
亂
さ
れ
て
居
る
と
兑
る
べ

ぎ

'
 

，
で

あ

り

、
後

の

場

合

の

中

、

C0

の
檢
加
額
が
含
#
加
額
に
等
. 

し
い
場
合
を
：

r

衡
と
li
る
べ
き
で
あ
る
。
こ

s
方
が
幕
數
赞 

の
變
化
又
は
信
仞
の
創
設
の
下
に
於
て
も
"
均
衡
が
成
立
し
得 

る
の
で
あ
る
か
ら
、
遙
に
現
實
的
で
あ
る
。
，又
、
政
策
的
意
味 

か
ら
云
つ
で
、
尼
と̂

と
を
^
前
的
に
測
定
す
る
際
に
も
、
逾 

に

便

利

で

，あ

る

。

/)
及
び
0
?は
ご
れ
に
#-
つ
て
變
化
レ
て
も
、

變
化
す
る
こ
と
自
體
は
、
均
衡
の
成
立
に
は
關
係
な
い
I
の
と 

見
る
ベ
き
で
あ
る
。
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：
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四
八
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ヴ

第n

一
條
件
.に
關
し
て
は
、
ミ
.ル
ダ
ー
ル
の
述
べ
て
居
る
听
は 

.

.極
,®
て
附
加
的
な
も
の
に
過
ぎ
な
い
。
、

 

、
,

.

「

貨
幣
的
均
衡
の
避
件
其
の'も
の
^'
絕
_
價
格
の
水
準
の
如
何
機
，
 

,
-^
働
き
^

^
 

汁
る
こ
^
そ
得
を
が
^
此
の
動
き
佚
種
^
な̂-
:

:
:
;:-:
;'
價

格

に

韻'̂
:.
均

潘

セ

な

柏

れ
.
仗
女
ら*
"0
'

撕
し
、
：It
の
叚
定 

.
:.

•

ほ
維
持
さ
れ
得
处
め
ぜ
貨
^

^
均
衡
め
^

程
式
に
含
意
さ
れ
て

f

. 

,
.

.

.
特
殊
：§
均
衡
奶̂

*
關
1

、：

常
に
滿
足
さ
れ
て
あ
る
4

の
：̂

像
，

,
す
る
こ
‘と
ば
、
確
か
に
中
分
河
阻
の^-
と
で
あ
る
い
卽
ち
ナ
比
の̂..

•.-

:

的
を
達̂

^
様
に
^ ;
傲
计
^ -
れ
だ
貨
幣
柳̂

^
-

定
の
變
更
を̂
' 

定

す

れ

：ば

ょ

い

わ

け

で

あ

る

.。
'け

れ

ど

-:
4-.
',

貨
幣
的
均
衡
の
維
持
を
'
 

:
へ
：：
.
目_

信
^
^
策
:0
假
定
下
に
於
で
は';
>:
:.--
*
般
物
膨
の̂

,

ま
、
1J
:

•
^
り
速
か
に
終
媳
す
る
.
で

あ

ら

^
^
-.
°

固

定

性

の

大

な

る 

.
:■
'.-
^
^
織
に«

す.
る.
制
縛
た
る
作
用
を
營
む
で
あ
ら
へ
フ
。
其
改
、
均
銜 

.
ハ.
：的
1

關

係

办

維

持

を

晨

す

貨

幣

政

策

^

_

:

^

齔

爾
 

の
絕
對
的
水
準
へ
讓
ぜ
し
め

.
な
け.
れ
ば
な
，ら
ぬ
譯
で
あ
る
-0」
(

注 

4〕  

ノ

:■..;
' :
•

1.
•

' :
'...

• 

- 
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'-.- 
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•
'
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......V 
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V
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:
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,
,
fの
如
く
、
ミ
ル
：,
丨
ル
め
佛
論
汽
翁
と
し
で
、
:價 

将

-'
0
.變
動
を
»
少
_限
度
'に
止
め
^

表̂
.ふ
：點

に

於

で

、

.靜
態

的.
. 

ー
な
遺
谁
を
_

以

で

居

母

ぃ

-:
0
.
-「

^
^
,の

弗

行

運

§
^
と

は

何

.  

を
®
味
す
る
も
の
で
^
ら
ぅ
か
。
取
に10-

^
率
が
等
し
い
と
安

‘ふ
丈
な
ら
ば
、

一
般
均«
論
的
«
點
と
同
様
で
あ
り
，
、
此.は
、
 

觅
に
動
態
的
に
解
ぜ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
ぅ
が
"
こ
の
點
に
獻
て 

も
、
JL
ハ
體
的
に
は
觸
れ
て
居
な
い
の
で
あ
る
。
丽
も
、，
笫

一

笫 

ニ
.
件
で
弧
調
さ
れ
た「

雄
前
ゆ」

此
够
法
は
、.此
處
で
は
、

:
:*
'
な
_

#割
夺

谈

じ

％

居
紀
す
が
，
全

物

@

水

準

の

變

勤

0-
>»:
;
想

： 

にM

し
て
は
何
#
述
べ
て
居
な
い
。
こ
の
點
我
々
は
*
リ
ン
ダ 

V
ル
の
理
論
！

2.

一
日
の
^

を

見

る

も

の

で

あ

つ

て

、

笫

ー

m *
ニ 

條

件

を

：

ミ
ル
.グ

r*

ル
か
ら
、
^
三
條
件
を
リ
ン
ダ
ー
ル
か
ら
舉 

び
と
:0
て
、‘11
に
新
し
き
邡
論
の
樹_立
へ

‘と
進

む

ベ

き
で
あ
ら

f

ミ 

'ダ
ー
ルr

前
抱
#」

一
•四
ニ
貢
.

.

.
;:
誠

截
,̂
:

>
、'^
^

「

喻
揭
齊i  

一
 

ニ
一 了

一

一
叫
頁

/ 
ノ
飩
3 

_
へ、\ル
ダ
ー
ル「

前
褐
書」

1
ニ

五

丨
一
ニ
七
頁• 

\

パ
.
-
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-
駄
 

4v:
v.、
、
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.
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ル
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f:»
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揭
書 J.

1
.
,
六
'
:ー：
ー
.！
一..:
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f
:
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V

.

ハ

,

v;
-
每 

諸

褪

の

均

衡

概

念.

广

：

以
上
で
、
北
歐
學
派
の
生
軸
を
爲
す
ゥ
ィ
ク
セ
ル
、，
リ
ン
ダ 

1
ル
、
ミ
ル
ダ
ー
ル
の.现
論
^
ー
*
檢
，討
し
?:
。
我
々
は
、
現 

,

,•
.•
北
歐
t

刺

子

論

の

分

析
■
 

r 

パ

.
實
.の
分
析
®

:と
：.ル
i.
re
-
,
:
;
霞

を

含

セ

均

衡

么

し

ー

て

货

黑

..
: 

均
衡」

な
る
概
念
を
撖
州
寸
る
時
は’
上
.述
の

三

條

件

の

、權

成

:: 

の
み
な
ら
す
、
乘
數
の
理
；

i

及
び
加
速
度
の
腺
餐2
の
關
係
を
'へ
 

考
察
す
ベ
き
で
あ
^
。
此
等
の
こ
と
に
就
て
は..、

"
g
l
i
H

田
學
，

.
:-
-會
雜i

及
m
金
鍬
鉱
濟
硏
究
會
參
考
資
料
は
於
：

P
、

•數
同
述
べ
：：.'
:
.
: 

ね
所
で
あ
る
が
、
觅
に
考
察
を
要
す
る,0
今
、
此
處
に
北
眯
學 

，派
のg

論
を
檢
討
し
た
の
は
、
理
論
的
容
を

一

1
明
確
化
す
6 

と
共
に
、
：M1
に
新
な
る
示
晚
を
得
ん
と
し
仁
所
以
で
あ
る
。
終 

,-

に
、
諸
種
臥
均
衡
槪
念
の
特
質
に
就
て
比
較
し
て
見
ょ
ぅ
。
圖.
 

示
に
ょ
れ
ば
、
靜
的
均
衡
は
、
，

一

切
の
發
M
を
含
ま
な
い
の
で 

あ
る
か
ら
，
W
軸
！2

給̂
站
を
、

ガ
軸
に
價
格
を
と
れ
ば、
1
 

軸
^
の

も

の

と

な

る

：。

.

.

.
®
.
々
^)〉

^

.^
、

ム

ー

ア

の

Moving". 

Eqnilibridm 
及
び
マ 
ー 
シ
ャ
ル
の Temporary Eqalibrhlm 

■
 

は
、

-S
給
の
絕
對
量
相
等
しI
、
且
つ
需
給
の
墦
加
率
が
等
し 

’
い
，の

で

あ

る

か

ら

"
％
軸
に
對
し
4
5
0の
«
を
爲
す
1]
1
線
と
な 

•る
。(

圆
の
(2
))

笫
三
に
ケ
ィ
ン
ズ
の「

不
安
记
均
衡J

は
、
靜 

態
的
領
域
の
み
に
注
扭
し
た
動
態
办
局
面
で
軔
る
か
ら

、

ノ

奴
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'

パ

パ
- 

-  

平
面
上
の
似
れ
か
の
點
で
所
名
れ
る
。

(

圆
の
，(3
>〕

笫
四
に
、
ピ

.
' 一
 

H-V
.へへ.

I
.

^
-:
:
.

1

.

^

«
ぜ
妹
..v
%に：麗
要
；:0
:爾
_
球
.-̂
-
-«
_

$

 ̂':

(

ァ

.
 

ノ
.
加
^
の一

致
を
承
せ
ば
ょ
い
の
で
あ
る
か
ら
、
⑵
の
場
合
を
一 

,

曆
一
.般
化
せ
る
も
の
で
あ
つ
て
、

％
軸
に
對
、

、如
何
な
る
句
，

.、

、
 

■ 

• 

V 

S

、

へ
；;*
を
有
す
ふ
.直

蕾
 

,

,
衡

は「

貨
物
的
均
衡
の
數
堞
的
解
析

」
(

金
融
，經
濟
研
究
#.
參

考

資,

•
料
第
十
七
斡〕F

述
べ
た
如
\
、
正
弦
波
の
振
動
を
ず
る
。
而
し

丨
;:
-
'
、:.
:^^
-*

.

V
た
る
こ
と
^
要

't
-る
か
ら
、
(2
)
-^
軸
と
す
る
|[
:
‘较
波
0 '
振

動 

を

未

す

で

あ

ら

ぅ

。
，
斯

る

諸

均

衡

勝

念

の

明

確

化

に

依

，り

、
M 

に
§

な
る
分
析
を
行
は
ん
こ
と
を
期.ず
る
も
0
で
あ
る
。
貨

. 

裕
的
均
衡
は〜

'ケ
ィ
ン
ズ
0 f

不
安
定
均
衡J
に
或
る
種
0 1
，制 

約
を
加
へ
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、

「

不
安
免
均
衡」

の
理
論
に
如 

約
を
：
加

へ

つ

、
取

り

入

れ

る

こ

と

は

兹

文

へ

な

い

。

义

ノ

流

動 

均
衡
は
、Mo

v
i
n
g
s
t
d
i
i
i
b
r
u
n
x

の
一
般
型
で
あ
る
か
ら、

,

,

貨
g

均
衡
と
は
、
興
る
意
味
で
の
、

マ

」

r
シ
ャ
ル
现
論
の
一 

、

般
化
と
沄
へ
よ
う
。
ケ
个
ン
ズ
の
理
論
は
奋
用
で
は
ぁ
浴
が
、

式
は
如
何
な
る
形
に
な
る
が
は
、
米
だ
不
明
で
ぁa
。——

^

.

.

.

.

.
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依
り
览
に
一
般
的
な
る
均
衡
观
論
を
樹
立
し
得
る
で
ぁ
ら
ぅ
。

補
註
ケ
イ
ン
ズ
战
本
方
杩
式
に
就
て
、
ケ
イ
ン
ズ
に
依
れ
ば
：
物
愤 

水
準
を
矩
む
べ
き
方
程
式
は-

、

•

I

C o

知

.
の
兩
密
で
あ
る。(

»/
•;〕

，

■ 

■
’ 

.

一
ー
此
：
の
際

、

:.-
.

$
^

ど
沉
均
等
と
な
る
時
、

(

均
衡
が
達
成
ぜ：
_
 

れ

は

^
に
な
、る
と
云
ふ
。
併
し
、
t r
の
蓝
本
^
^
武
に
於
て 

は

、、

利

测

は

生

產

の

結

來

と

し

1
生
じ
て
來
る
の
み
で
、
次
期
に
於 

T :
f

、
：
 
：
_

財
；̂
■
人

^

^

^

次

ノ
生

產

財
が

嫌

无

に

れ

使

用

ト

れ

ー 

な
い
ヒ
と\
な.
つ.
て
居
る0 
.
郎
ち
、
利
測
は
凡
て
退
藏
さ
れ
る

x J

ど 

を
前
提
と
し
な
け
れ
ば
成
立
し
難
い
。
生
能
財
の
購
入
に
向
け
ら
る 

べ
き
没
は
、
及
及4
Q
に
對
し
て
定
義
さ
る
べ
き
で
あ
り
、
消
钓
財 

の
購
入
に
向
け
ら
れ
る
货
幣
額
はs
a

で
あ
ん0
而
L 
C 

此
の
際
間
題
と
な
る
Q

と
、
坐
菝
の
結
見
と
し
て
生
す
る

Q

と
の
問 

に
はj

期
の
ラ-
グ
が
あ
る
か
ら
、
期
間
分
析
法
を
圯
ひ
な
け
れ
ば
間

琵

齋

遍

：け
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歐
堞
派f,

子
^

の
分
祈

如
rf
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+
夕
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或
ひ
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.
• yn

同
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；
.

l̂
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へ
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し
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:パ
斯
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如
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，
：
鶉
本
方
程
式
を
修
茈
：ず
る
時
は
、
：露

な

結

紙

が

生

.. ノ
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'
-
•
.
.
- 

.

.

.

.
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.
-
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:
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-
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